
(1:) 

岡

秀

幸

、

二

宮

俊

夫

、

富

田

薫

、

向

す

や

正

月

に

火

事

に

な

一

一

ク

刀

、

ア

キ

ス

ね

ら

い

が

多

く

な

り

ま

井
春
雄
、
林
福
五
郎
、
矢
島
龍
階
、
っ
た
ら
と
想
像
さ
れ
た
-
口
火
の
用
心
を
も
う
一
一
す
か
ら
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て

首

直

邦

、

乙

と

が

あ

り

ま

す

か

。

一

度

一

く

だ

さ

い

。

マ

(

民

生

委

国

間

)

!

大

滝

源

次

郎

、

佐

決

し

て

一

他

人

む

と

で

は

一

一

@

ス

リ

に

ご

用

心

々
木
フ
ジ
子
、
玉
木
き
く
子
、
河
野
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
、
一
わ
が
家
の
火
の
元
を
も
う
一
度
点
検
一

一

一

年

の

暮

れ

は

ス

リ

の

か

せ

ざ

時

で

、

常
、
中
島
忠
幸
、
竹
田
伝
、
大
野
幾
年
末
に
は
大
き
な
火
災
一
し
ま
し
ょ
う
。
夜
お
そ
〈
ま
で
起
き
て
一

一

一

デ

パ

ー

ト

や

こ

み

あ

う

后

先

、

電

車

少
年
問
題
を
取
り
扱
う
関
係
機
関
回
議
さ
れ
た
補
導
委
員
は
次
の
と
お
一
馬
、
九
鬼
幸
一
、
妻
霊
、
下
岡
が
発
生
し
て
不
幸
な
正
一
い
る
受
験
生
の
言
、
ぜ
ひ
見
回
っ
て
一
パ
ス
な
ど
が
ス

y
の
か
っ
乙
う
の
か
せ

一

俸

の

補

書

聖

一

体

号

、

少

年

の

一

り

で

す

。

(

敬

語

)

一

俊

、

月

童

文

る

か

た

が

全

一

あ

げ

て

-

く

だ

さ

い

。

主

た

ね

を

し

て

ぎ

場

と

な

り

ま

す

。

乙

の

よ

っ

な

場

所

一
健
全
な
育
成
の
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
、
一
マ
(
小
学
校
了
義
一
章
、
白
石
寅
一
マ
(
民
間
活
動
家
)
l井
去
、
田
村
国
で
は
費
に
多
い
の
一
い
る
っ
ち
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
震
で
け
一
で
は
、

Zれ
な
ぃ
ょ
っ
と
く
に
と
用

一
室
巨
「
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
」
を
設
一
生
、
大
塚
年
男
、
中
井
醇
，
一
両
回
英
一
武
猪
、
飼
和
俊
、
河
野
幸
男
、
池
田
で
す
。
り
倒
し
て
火
災
を
お
ζ
す
例
が
た
く
さ
、
、
さ
さ

1

一
置
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
活
一
典
、
山
根
春
、
深
井
正
人
、
山
中
一
彰
、
桜
田
盟
、
武
智
雪
子
、
米
沢
そ
こ
で
、
市
消
防
本
一
ん
あ
り
ま
す
。
安
定
柔
で
炊
事
一

i
L
Tに
ね
ら
わ
れ
や
す
い
ズ

一
動
伊
す
す
め
る
五
十
人
の
補
導
委
員
が
一
久
夫
、
上
野
和
文
、
藤
岡
盛
雄
、
大
一
フ
サ
ノ
、
桜
井
美
津
子
、
岡
田
朝
子
部
と
消
防
団
で
は
二
一
一
写
る
量
産
、
残
り
火
薬
全
に
す
の
う
し
ろ
ポ
ケ
ッ
ト
や
買
物
か
む

こ
の
座
談
会
は
毎
月
五
日
の
「
青
少
一
条
件
裂
な
る
場
合
が
多
い
の
で
、
各
一
し
い
②

Z関
係
の
会
合
き
て
ほ
一
斉
一
日
で
霊
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
一
西
妻
、
吉
良
郁
孜
、
久
保
護
、
一
マ
(
喜
学
校
)
1矢
野
正
興
、
野
間
十
五
日
主
二
十
一
司
印
し
て
、
言
に
寝
る
前
に
占

3一
信
な
ど
に
は
、
さ
い
ふ
や
現
金
を
入

霊
守
る
日
」
が
百
だ
け
で
な
く
、
一
露
関
で
事
前
に
も
っ
と
調
査
し
て
ま
一
し
い
ひ
と
が
出
席
し
な
い
の
で
、
主
催
一
し
7

一
石
川
洋
一
、
村
井
弘
、
山
崎
操
、
一
哲
哉
、
山
本
哲
也
一
ま
で
年
末
特
別
警
戒
斗
ょ
う
。
プ
ロ
パ
ン
を
使
用
す
る
家
庭
一
れ
な
い
き
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

開

一

L

一
乙
の
補
導
委
員
は
、
小
、
中
、
高
校
一
マ
(
中
学
校
)
l井
手
隣
之
、
山
中
昭
一
一
は
い
り
ま
す
が
い
か
に
消
防
組
織
が
一
で
は
、
元
せ
ん
秒
}
し
っ
か
り
止
め
て
お
一

一

日

告

に

ち

こ

ん

で

い

く

よ

っ

に

一

言

て

も

こ

れ

に

一

の

教

職

員

、

民

生

委

員

、

婦

人

会

主

一

1

1

1

1

1

i

l

-

-

一

警

戒

を

厳

に

し

て

も

、

火

災

自

す

一

言

し

よ

う

。

一

O
現

金

の

持

ち

運

び

は

一

と

、

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

意

ト

量

出

し

一

と

り

く

ん

で

ほ

し

一

章

、

P
E、
そ

れ

に

民

間

活

動

家

一

一

る

こ

と

は

不

可

能

で

す

。

て

た

つ

の

火

、

あ

ん

か

の

お

互

慎

重

に

一

一

二

三

一

昨

日

言

語

草

山

」

j
T貝毒
み

章

一

そ

喜

一

子

ど

も

に

楽

し

い

家

庭

を

ヴ

一

市

民

ひ

と

り

iく
差
し
一
票
み
ん

5
1
8
7には、
商
売

Eし
て
い
る

一

一

一

一

二

一

一

t
喜

亘

工

一

の

行

動

を

監

視

す

る

た

め

に

、

組

織

的

一

一

て

年

末

の

火

災

を

な

く

一

新

し

い

気

一

す

。

空

気

も

、

異

常

に

乾

燥

し

て

お

り

一

か

た

は

、

販

売

や

仕

入

れ

の

た

め

に

お

一

一

一

一

一

一

一

一

洲

署

防

犯

係

、

市

教

委

か

ら

こ

れ

ま

で

一

た

。

一

一

一

ー

ー

ー

一

一

単

一

本

一

諸

島

訪

日

誌

一

表

明

諒

一

臨

時

間

日

一

婦

人

会

員

が

街

頭

で

呼

び

か

け

一

¥

「

ょ

う

ど

日

時

計

MUM

-胆
F
U

一

一

一

良

震

の

行

な

わ

れ

や

す

い

場

所

査

一

一

¥

、

y

p

l

i

j

芳

一

き

な

災

害

に

一

っ

て

お

り

ま

ず

か

ら

、

女

性

ひ

と

り

で

一

S
F一意
見

の

発

表

に

は

い

り

ま

た

一

係

団

体

と

の

墨

田

っ

j
に

あ

た

る

こ

と

に

し

一

婦

人

会

員

ら

三

十

人

は

、

音

喜

一

ま

し

た

。

一

¥

馬

場

単

一

な

り

ま

す

。

一

の

お

金

の

出

し

入

れ

、

室

長

-凶9一
ま

ず

青

少

年

代

表

控

室

行

革

一

を

い

っ

そ

長

一

て

い

ま

す

一

少

年

葬

る

白

星

2
5一
色

市

警

察

教

育

委

員

会

一

ま

あ

ま

あ

さ

J
弘

、

凶

主

火

の

用

心

一

い

へ

ん

危

険

で

す

現

金

の

出

し

入

れ

淳

一

一

Eiad一が
生

ま

れ

三

宮

は

震

の

一

て

ほ

し

い

②

章

一

乙

の

ほ

か

一

月

官

は

こ

れ

ま

で

一

望

「

言

も

た

ち

福

号

楽

し

い

一

連

合

婦

人

会

主

依

の

青

少

年

健

室

一

一

杯

く

り

い

り

一

-btzz一
度
一
や
持
ち
ぎ
に
は
十
分
注
意
が
必
要

一
一
一
一
一
二
二
一

-a二
一

示

室

境

に

あ

る

o

こ

れ

ら

の

問

一

者

の

養

成

と

助

成

一

の

事

例

に

つ

い

て

研

究

を

す

す

め

、

研

一

言

」

「

忘

年

会

は

、

家

族

そ

ろ

っ

一

事

の

一

つ

と

し

て

行

な

っ

た

も

の

で

す

事

故

の

長

以

狩

ア

ト

心

一

で

す

。

一
一
一
二
一
一
一
令
官
を
解
決
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
一

Zご
強
力
に
一
塁
な
ど
も
積
極
的
に
開
く
こ
と
に
し
一
て
な
と
や
か
に
」
の
カ

1
2
一

千

警

官

語

、

議

選

人

に

室

長

一

点

ホ

ピ

に

と

め

て

お

一

ヒ

j
品
、
思
闘
で
も
人
通
り

三

三

一

』

町

'

一

寝

室

の

整

備

は

お

と

な

の

手

で

一

す

す

め

る

と

運

動

一

て

い

ま

す

。

虫

、

雪

合

に

呼

び

か

け

一

明

す

る

と

大

き

く

う

な

ず

い

て

い

を

一

F
-
u
藍
き
ま
し
ょ
一
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
お
り
ま

一一一一一一一

e
h
H
d一
ゃ

っ

遅

し

い

③

よ

持

問

つ

く

り

が

一

が

盛

り

あ

が

る

」

一

一

た

o

ム
l
H

リ

乱

ぅ

。

一

す

。

た

く

さ

ん

の

お

金

事

き

は

一

三

一

圃

d
S
F一
必

警

察

内

外

で

の

各

種

研

修

会

の

参

一

な

ど

の

意

見

で

ま

た

、

婦

人

会

で

は

H

明

示

室

喧

一

〓

E

一
必
ず
男
突
が
一
五
夫
毒
素

一

二

三

手

‘

一

出

品

目

前

一

位

町

一

耳

目

伝

説

れ

司

毒

一

1
i
iしょ

一

λ

一-dF6
一

代

表

は

「

運

覇

を

盛

り

上

げ

る

に

は

各

一

民

運

動

に

盛

り

こ

ど

の

撃

を

は

、

児

童

生

徒

に

子

ど

同

υも
「
圃
止
血
E
V
一

地

域

で

の

研

修

集

会

な

ど

の

積

極

的

活

一

ん

で

す

す

め

る

こ

も

む

き

カ

l
ド
を
手
渡
し
、
激
励
の
乙

一

!

一

iま
た

「

暴

走

聖

書

画

し

て

与

し
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21，125人

庁
環
境
整
備
は
お
と
な
の
手
で
"

固定資産税 3期

青

少

年

を

守

る

座

談

会

と
に
し
ま
し
た
。
一
動
の
強
佑
は
、
非
行
化
減
少
に
つ
な
が

乙
の
あ
と
事
例
研
究
で
①
父
子
家
庭
一
る
ー
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

の
少
年
が
非
行
し
や
す
い
②
愛
護
班
活
一

日
人
の
補
導
委
員
を
委
嘱

多 火災

父
母
代
表
九
人
を
は
じ
め
青
少
年
、
民
間
有
識
者
、
青
少
年
問
題
協
議
会
、
大
洲
署
、
県
指
導
員
、
市
教
委

な
ど
関
係
団
俸
機
関
代
表
ら
合
わ
せ
て
三
十
人
は
、
さ
る
四
日
市
役
所
ホ

I
ル
で
「
青
少
年
を
守
る
座
談
会
」

を
聞
き
、

H

青
少
年
を
健
全
に
育
て
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
μ

に
つ
い
て
熱
心
に
話
し
あ
い
ま
し
た

こ
の
中
で
「
非
行
化
の
原
因
は
愛
情
の
な
い
家
庭
環
境
に
あ
る
。
社
会
環
境
の
鞍
備
は
、
お
と
な
の
手
で
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
青
少
年
ま
た
「
就
職
条
件
が
異
な
る
場
台
が
多
い
の
ポ
、
事
前
に
よ
く
調
査
し
て
ほ
し
い
」

と
母
親
代
表
の
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

敏
(
愛
媛
新
聞
編
集
局
長
)
マ
大
久

保
佳
彦
(
日
本
交
通
公
社
松
山
営
業

所
)
(
顧
門
)
マ
尾
上
利
則
(
市
議
会
議

長
)
マ
富
永
歓
市
(
商
工
会
議
所
会

頭
)
マ
芳
我
忠
正
(
観
光
協
会
長
)

マ
平
塚
義
和
(
議
員
会
長
)
マ
兵
頭

九
月
市
議
会
で
市
長
の
諮
問
機
関
と
一
な
お
、
問
委
員
会
の
委
員
は
次
の
と
一
義
高
(
教
育
長
)

し
て
設
置
を
き
め
た
商
工
観
光
振
興
関
一
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)
一
一

発
委
員
会
は
、
さ
る
三
十
日
市
役
所
で
一
(
一
般
)
マ
上
村
政
光
(
上
村
製
材
ニ
』

初
会
合
を
開
き
、
三
月
答
申
伊
メ
ド
に
一
社
長
)
マ
梶
田
辰
次
郎
(
梶
田
醤
油

日
程
な
ど
伊
き
め
ま
し
た
。
一
社
長
)
マ
立
花
友
一
(
商
工
会
議
所

委
員
会
は
学
識
経
験
者
や
地
元
商
工
一
専
務
)
マ
近
藤
薫
(
商
居
連
合
会
長

観
光
関
係
業
者
な
ど
二
十
人
で
構
成
し
一
)
マ
田
中
知
熊
(
商
后
連
盟
)
マ
高

「
国
の
経
済
は
産
業
構
造
を
高
度
他
し
一
月
完
(
青
年
会
議
所
)
マ
山
本
厳
(

な
が
ら
成
長
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
あ
一
南
予
布
南
社
長

)
7平
田
弘
(
平
田

わ
せ
市
の
商
工
業
の
振
興
と
観
光
開
発
一
商
事
)
マ
上
川
好
邦
(
県
磁
農
喜
多

伊
促
進
す
る
た
め
の
総
合
的
、
具
体
的
一
支
唐
次
長
)
フ
日
浅
義
輝
(
伊
珠
銀

方
策
は
ど
う
か
」

1
伊
主
題
と
す
る
諮
一
行
大
洲
士
及
活
長
)
マ
松
田
塞
裁
h
旅

間
案
に
取
り
組
み
、
当
市
の
商
工
観
光
一
館
松
楽
)
以
上
日
人

関
孫
者
の
実
質
市
民
所
得
が
四
十
年
の
↓
(
学
識
経
験
者
)
マ
井
上
幸
一
(

二
倍
を
よ
回
る
発
展
策
に
つ
い
て
考
え
一
松
山
商
大
教
授
)
マ
三
好
太
良
(
県

る
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。
一
中
小
企
業
指
導
所
次
長
)
マ
野
口
光

12月の納税

熱
心
に
青
少
年
問
題
を
考
え
る
各
代
表
ら

「
三
月
答
申
」
を
メ
ド

商
工
観
光
開
発
委
が
初
会
合

ぞつ成人式

年末 l乙飲
酒
運
転
は
大

事
故
の
も
と

街頭でカードを手渡す婦人会員ら

六
件
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
死
傷
者
の
数
も
、
他
の
月
の
二

O
戸

締

ま

り

を

十

分

に

倍
近
く
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
年
末
に
は
、
ア
キ
ス
ね
ら
い
に
よ
る

う
に
年
末
年
始
に
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
被
害
が
ふ
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
ク

か
わ
り
や
す
い
一
例
年
、
年
末
年
始
こ
ま
、
飲
酒
運
転
故
が
多
い
原
因
は
、
忘
年
会
、
ク
主
主
マ
ス
の
贈
り
物
や
正
月
用
品
な
ど

一
』
』
、
一
マ
ス
、
正
月
、
新
年
宴
会
と
酒
が
飲
む
の
買
い
物
の
た
め
、
不
完
全
な
戸
締
ま

冬
山
の
天
候
一
に
よ
る
交
通
事
故
カ
激
増
す
る
の
て
一
機
会
が
続
く
こ
め
で
す
。
り
の
ま
ま
で
揮
を
る
す
に
し
が
ち
だ
か

ノ

メ

一

答

察

で

は

、

十

二

月

一

日

か

ら

一

旦

三

7

一

一

飲

酒

運

転

は

、

重

大

事

故

を

起

こ

す

ら

で

す

。

暮
れ
か
ら
E
月

に

か

け

て

は

、

多

〈

一

十

一

日

ま

で

の

二

カ

月

聞

を

「

飲

酒

運

一

・

一

一

最

大

の

原

因

で

あ

り

、

も

っ

と

も

悪

質

家

を

る

ず

に

す

る

と

き

は

、

戸

締

ま

一

の

登

山

者

が

全

国

の

山

々

に

登

山

し

ま

一

転

ぼ

く

滅

運

覇

特

別

強

調

期

間

」

と

し

一

一

一
一
な
ひ
き
逃
げ
な
ど
の
も
と
に
な
り
ま
す
り
を
す
る
の
が
常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
一

す

。

冬

山

は

、

雪

と

氷

の

申

で

の

生

活

一

て

、

飲

酒

運

転

に

よ

る

交

通

事

故

の

防

一

一

一
一
み
な
さ
ん
、
乙
の
よ
う
な
飲
酒
運
転
を
が
、
乙
の
常
識
が
な
か
な
か
守
ら
れ
て
一

や
ス
キ
ー
な
ど
、
夏
山
で
は
味
わ
う
乙
一
止
に
つ
P
め

て

お

り

ま

す

。

一

一

一
一
な
く
し
、
わ
た
し
た
ち
の
し
あ
わ
せ
を
い
な
い
よ
う
で
す
。
る
す
に
す
る
と
き
一

と

の

で

き

な

い

魅

力

が

あ

り

ま

す

。

し

一

み

な

さ

ん

が

た

も

、

年

末

年

始

を

明

一

一

一
一
明
る
た
め
、
「
三
な
い
運
動
」
伊
実
行
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
て
、
隣
近
所
の
一

か
し
、
そ
の
反
面
一
、
た
い
へ
ん
危
険
が
一
る
く
楽
し
く
過
C
す

た

め

一

一

一

一

し

よ

う

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

人

に

よ

ζ
頼
ん
で
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
一

多

く

、

ち

ょ

っ

と

し

た

気

の

ゆ

る

み

や

一

マ

酒

を

飲

ん

だ

ら

、

ハ

ン

ド

ル

を

持

一

一

一

一

l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
l

う

-

不

注

意

が

と

り

か

え

し

の

つ

か

な

い

大

一

た

な

い

。

一

一

き

な

事

故

を

ま

ね

き

ま

す

。

一

マ

運

転

す

る

前

に

は

、

霊

堂

な

一

歳

末

の

防

犯

心

得

不

愉

快

な

小

暴

力

一

最

近

の

冬

山

シ

ー

ズ

ン

で

は

、

遭

難

一

い

。

一

外

出

中

に

、

迷

惑

や

不

愉

快

な

お

も

.

の
過
半
数
が
年
末
年
始
の
時
期
に
集
中
一
マ
運
転
す
る
人
に
は
、
酒
か
飲
ま
さ
一
年
末
に
な
り
ま
す
と
、
毎
年
い
ろ
い
一
い
を
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
シ
ャ
ク
に
さ
わ

し
て
起
き
て
お
り
ま
す
。
遭
難
の
お
も
一
な
い
。
一
ろ
な
犯
罪
や
交
通
事
故
が
ふ
え
て
き
ま
一
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
酔
っ
ぱ
ら
つ

な
原
因
と
し
て
は
、
急
激
な
天
候
の
変
一
の
「
一
一
一
な
い
運
監
を
実
行
し
て
い
た
一
す
。
そ
こ
立
替
察
で
は
、
犯
罪
や
交
通
一
て
一
人
に
か
ら
む
、
乗
り
も
の
の
中
で

佑
と
な
だ
れ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
一
事
放
を
防
ぐ
た
め
、
歳
末
防
犯
運
動
と
一
人
の
い
や
が
る
こ
と
を
す
る
、
人
に
つ

登
山
す
る
か
た
は
、
冬
山
の
恐
ろ
し
昭
和
四
十
一
年
の
交
通
事
故
統
討
に
一
笠
木
警
戒
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
み
一
き
ま
と
う
l
ど
れ
も
こ
れ
も
小
暴
力
と

さ
、
会
び
し
さ
伊
よ
〈
認
識
し
て
、
悲
一
よ
り
ま
す
と
、
十
二
月
、
一
月
の
飲
酒
一
な
さ
ん
も
、
自
分
の
生
命
や
財
産
を
守
一
い
わ
れ
る
に
く
い
行
為
。
こ
ん
な
行
為

惨
な
遭
難
憲
章
乙
さ
な
い
よ
う
に
一
運
転
に
よ
る
焚
量
産
、
月
平
担
こ
る
た
め
、
犯
罪
や
交
通
事
故
を
防
ぐ
よ
一
を
見
た
ら
知
っ
た
ら
、
ど
し
ど
じ
襲

し
ま
し
ょ
う
c

一
七
・
五
件
で
、
他
の
月
の
平
均
一
八
二
う
心
が
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
一
へ
大
洲
察
警
署

一簡素な服装で参加をー

O
こ
と
し
の
新
成
人
者

昭
和
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
白
一
年
十
二

旦
二
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住

者
O
成
人
式

。
と
き

し
上
げ
ま
ず
か
ら
、
市
内
在
住
の
か
た

で
案
内
も
れ
の
か
た
は
、
公
民
館
か
教

育
委
員
会
に
出
席
が
申
し
出
て
一
く
だ
さ

わ

V
だ
れ
も
が
参
加
し
や
す
一

い
服
装
で

最
近
、
経
済
成
長
に
伴
っ
て
生
活
も
し
だ

い
に
安
定
し
て
き
た
も
の
の
ま
戸
主
品
だ
恵
ま

れ
な
い
か
た
た
ち
の
多
い
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
乙
の
こ
と
を
よ
く
理
解
さ
れ

て
、
だ
れ
も
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
簡
素

な
手
持
ち
の
服
装
(
な
る
べ
く
洋
睡
で
出

席
さ
れ
る
こ
と
学
望
み
ま
す
。
市
教
委

一
月
十
五
日
午
前
八
時
一
一
一

十
分
i
午
後
零
畳
二
十
分

。
と
こ
ろ
大
洲
市
公
会
堂

O
行
事
記
念
鍍
影
、
式
典
、
ァ
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
(
音
楽
)

ご
出
席
の
成
人
者
に
は
、
記
念
品
と
簡

単
な
昼
食
を
差
し
上
げ
ま
す

※
該
当
者
に
は
新
年
阜
々
案
内
状
を
差

、、，



同

一

七

日

己

し

諸

斡

叫

日

刊

誌

院

議

開

問

一

さ

一

日

時

即

日

1
1一
戸

市

内

i重
量
た
る
も
の
で
一
が
訪
日
日
十
ざ
ま
し
い
と
き
は

体
や
事
業
所
の
か
た
が
た
亘
干
一
人
一

l
i
I
l
l
i
-
-
l
i

ト
ル
、
丸
形
、
焼
成
は
舗
で
堅
固
西
禅
寺
は
六
百
二
十
余
年
前
の
康
一
で
き
る
存
栄
養
価
の
高
い
食
品
を
と

の

献

血

を

い

た

定

ぎ

、

好

成

績

を

お

さ

一

な

焼

メ

、

色

調

は

褐

灰

白

色

、

た

た

永

二

年

(

一

一

一

一

四

三

年

)

真

空

妙

応

一

る

必

要

が

あ

り

ま

す

が

、

レ

パ

l
、
牛

め

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

関

係

者

の

一

優

良

赤

ち

ゃ

ん

を

表

彰

く

と

金

属

性

の

音

が

す

る

o

禅
師
が
閉
山
し
た
も
の
で
、
一
乳
、
卵
、
魚
の
ひ
も
の
、
し
い
存
類

み

な

さ

ん

に

厚

く

お

を

申

し

上

げ

ま

一

畳

居

は

、

日

本

の

額

直

禅

師

は

観

応

二

年

(

二

二

五

一

が

最

適

で

す

。

ナ
十
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
み
な
一

h時
間

程

町

一

期

間

日

開

話

器

腕

側

計

訪

日

吉

長

野

町

山

さ
ん
が
た
が
十
き
承
知
の
こ
と
で
す
一
撃
で
選
ば
れ
た
四
十
四
人
の
優
良
赤
一
谷
斎
郎
、
一
一
両
村
和
孝
、
一
一
宮
警
で
、
岡
山
県
備
前
町
伊
部
(
的
六
年
(
一
八
五
一
一
一
年
)
喜
一
て
、
お
金
さ
え
出
せ
ば
手
伝
い
り
ま

が

、

い

か

に

医

学

が

進

歩

し

て

い

て

も

一

ち

ゃ

ん

を

表

彰

し

ま

し

セ

一

安

田

照

二

、

藤

警

一

、

朝

倉

毅

、

い

ん

さ

を

中

心

と

し

て

焼

科

書

建

の

際

石

蓋

(
Iぶ
た
一
ナ
。
ま
た
お
魚
に
し
て
も
、
冷
凍
魚
が

問
誌
持
品
一
児
説
刊
誌
苦
闘
一
語
ι

日
韓
正
日
許
可
で
伊
震
と
史
十
円
前
ド
四
時
時
一
号
泣
い
話
回
開

最

多

い

交

通

事

故

に

つ

い

て

考

え

て

一

重

と

育

児

相

談

の

た

め

に

、

前

内

の

一

本

塁

突

、

清

水

ひ

と

み

、

皇

室

備

前

の

大

瓶

は

鎌

倉

時

代

な

に

あ

り

ま

す

。

一

た

。

そ

の

反

面

、

出

資

も

多

毛

り

、

み

て

も

、

い

ざ

と

い

う

と

き

に

間

に

合

一

尊

門

医

師

に

よ

っ

て

毎

年

行

な

っ

て

い

一

滝

野

望

、

菊

池

実

費

さ

か

ら

焼

か

れ

だ

し

た

と

言

わ

重

備

前

焼

と

大

洲

地

方

と

の

一

こ

と

に

最

近

の

物

価

値

上

り

で

、

家

庭

い
ま
せ
ん
。
自
分
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
一
る
も
の
手
。
一
↓
同
義
昭
〔
富
〕
l
上

野

陽

子

、

れ

ま

す

が

、

そ

の

乙

ろ

の

作

費

関

係

は

、

カ

メ

棺

と

し

て

の

一

の

主

婦

は

や

り

く

り

に

苦

労

な

さ

っ

て

、
覇
者
や
お
知
り
合
い
の
震
の
際
に
一
乙
と
し
は
喜
卒
七
人
の
赤
ち
ゃ
一
一
一
義
、
〔
大
川
〕
l
青

木

全

面

最

多

く

残

つ

て

は

お

り

ま

室

長

資

料

、

ま

た

は

古

剃

(

一

い

る

乙

と

で

し

ょ

う

。

と

も

か

く

、

高

そ
な
え
、
健
康
な
と
き
に
献
血
し
て
お
一
ん
の
号
、
富
突
が
受
診
し
ま
し
一
沢
〕
1
新
多
隆
俊
〔
新
谷
〕
l
委

直

せ

ん

。

ー

さ

つ

)

西

禅

寺

に

ま

つ

わ

い

か

ら

お

い

し

い

栄

養

価

が

あ

る

と

き

ま

し

ょ

う

。

一

た

が

、

そ

の

中

か

ら

月

別

に

健

康

で

と

一

樹

、

池

田

仁

志

、

堀

川

美

和

、

森

野

室

町

初

期

か

鎌

倉

末

期

こ

ろ

に

作

ら

る

史

糾

的

価

値

か

ら

み

て

貴

重

な

遺

言

え

な

い

で

、

も

や

し

な

ど

は

宇

て

献

血

に

む

協

力

い

た

だ

い

た

一

く

に

す

ぐ

れ

た

赤

ち

ゃ

ん

需

の

優

良

一

襲

、

松

田

章

、

柳

本

妻

、

日

目

封

印

日

T
J

品
と
三
言
え
る
も
の
で
す
。
一
栄
養
豊
富
で
す
し
、
あ
じ
ゃ
い
わ
し
の

一
乳
幼
児
と
し
て
祝
福
す
る
た
め
に
四
十
一
〔
量
〕
1
井
戸
文
代
、
〔
八
多
宣
己

y

(

裏
委
社
会
教
育
課
)
一
ひ
も
の
は
、
高
価
な
た
い
や
ひ
ら
め
に

団

体

と

事

業

所

一

Z選
ん

だ

号

室

、

体

亘

書

美

、

襲

撃

、

追

を

つ

け

さ

だ

さ

い

。

の

作

行

皇

室

り

も

よ

く

、

保

一

等

一

一

倍

近

い

栄

養

価

宮

る

こ

と

ま
女
子
短
大
マ
静
心
圏
実
一
と
も
に
蓄
の
と
れ
た
り
っ
ぱ
に
発

E
l
i
-
-

菜
、
大
型
の
郵
便
物
が
多
い
の
一
ね
こ
、
川
副
引
引
叫
割
引
劃
日
平
野
一
室
れ
な
い
き
だ
さ
い
。

洲
高
等
学
校
マ
大
洲
農
著
同
等
義
一
し
た
赤
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
一
演
再
に
も
使
用
届
一
ロ
リ
大
き
い
も
の
に
し
て
兵
一
つ
じ
な
ど
を
原
料
と
し
て
い
る
を
つ
で
一
連
絡
所
、
字
選
集
会
所
、
大
竹
集
会
一
あ
な
た
が
お
酒
を

!

刊

喜

多

iマ
白

書

K
K
マ
マ

8
1
2利
、

佐

々

木

健

一

ー

一

大

洲

郵

便

局

一

昔

と

大

差

は

あ

り

ま

充

。

一

所

、

富

連

絡

所

、

妻

山

容

校

一

飲

む

と

き

』
?
市
と
ハ
食
館
で
は
、
み
な
さ
ん
の
こ
も
自
主
K
マ

大

洲

市

農

協

一

弓

福

住

俊

幸

、

三

雲

穂

、

長

谷

一

肖

火

せ

ん

は

火

災

に

備

え

る

一

l

i

l

-

-

一
奈
良
朝
時
代
の
毛
筆
の
値
段
は
、
ぅ
一
審
会
民
館
、
上
須

3
学
校
一
師
走
ー
す
ス
マ
ス
、
葉
、
主

法
一
協
刀
で
献
血
運
動
を
す
す
め
て
お
り
ま
マ
香
川
相
銀
マ
厚
生
薬
品
K
K
マ

松

一

晃

徳

、

松

浦

知

春

、

白

木

美

穂

、

福

一

一

一

さ

一

ぎ

で

一

本

四

i
五

千

円

、

た

ぬ

き

で

'

月

と

、

長

人

方

も

お

酒

を

響

機

会

J
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
一

-

一

書

き

ぞ

め

と

筆

の

話

一

了

一

一

千

円

、

安

達

、

し

か

の

毛

一

/

る

一

ま

え

て

い

ま

す

。

一

一

一

に

、

婦

人

会

員

、

青

年

団

員

、

互

つ

特

許

詰

持

枝

一

一

」

日

弓

時

十

日

間

工

事

め

の

風

習

は

、

い

つ

ご

ゑ

一

で

一

本

百

甲

五

百

円

が

相

場

だ

っ

た

一

の

一

手

一

お

酒

露

に

ふ

な

れ

な

語

に

妙

に

同

一

貯

蓄

で

明

る

い

家

庭

づ

く

り

一

号

百

平

人

に

つ

い

石

な

っ

た

ず

で

や

や

も

す

乏

易

実

持

一

紙

札

奪

え

芝

だ

さ

い

。

一

ら

の

患

で

あ

る

か

、

は

っ

き

り

し

な

一

あ

こ

と

手

0
2も現
在
の
一

ι払
撃

す

な

っ

て

、

雪

し

ら

け

さ

せ

た

り

時

一

一

詩

日

誌

は

軒

並

か

ら

目

的

外

に

使

用

し

て

上

氏

支

一

口

郵

便

物

の

あ

て

名

は

一

い

よ

っ

そ

し

か

し

江

戸

翼

民

一

お

金

直

「

l

l

一

ペ

み

簿

一

諸

説

弓

を

か

け

E

一

市

制

記

念

事

業

で

推

進

一

じ

か

よ

り

京

体

力

を

も

っ

て

、

る

ひ

一

使

用

さ

れ

て

い

る

み

な

さ

ん

7
J
7一
王
し
く
、
は
っ
き
一
寺
子
屋
で
書
か
せ
て
い
た
き
で
す
。
一
年
末
の
支
払
事
務
一

4

-

一
季
、
蓄
は
目
。
ろ
の
緊
張
警

一

一

U

一

い

へ

ん

迷

感

を

お

か

け

す

る

こ

と

が

あ

一

一

新

し

い

年

を

迎

え

て

、

初

め

て

一

筆

を

と

一

一

一

一

一

と

が

き

%

い

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

し

一

り

ま

す

。

一

り

」

と

次

の

要

領

で

了

、

寿

喜

吉

の

文

言

言

語

一

o一
王
一
日

Z
Z白
ま
で
は
、
一
口
衣
類
の
整
理
一
と
い
て
自
分
主
し
み
、
相
手
も
楽
し

噌
一
市
制
施
行
記
事
業
と
し
て
年
々
す
一
義
く
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一
台
一
そ
乙
で
消
火
せ
ん
の
取
り
扱
い
と
許
一
書
い
て
く
だ
さ
い
一
内
に
は
っ
て
祝
っ
た
、
一
種
の
お
E
月
一
毎
日
午
前
九
時
か
き
鐙
二
時
ま
で
一
お
正
月
に
着
た
晴
れ
着
は
厚
め
に
始
一
ま
せ
な
が
ら
飲
む
こ
と
。
目
。
ろ
の
自

一
す
め
て
き
た
貯
蓄
運
動
も
、
乙
と
し
で
一
ま
た
こ
と
し
も
こ
の
覇
の
二
J

と
一
テ
ス
ト
は
①
豪
雪
び
②
霊
と
一
可
の
方
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
一
①
あ
て
名
は
「
都
道
府
県
名
・
伺
市
一
の
行
事
の
一
つ
で
す
。
一
ま
い
い
た
し
ま
す
。
一
求
し
ま
し
ょ
う
。
和
服
類
、
洋
服
類
と
一
宮
酒
害
知
っ
て
お
く
こ
と
も
た
い

一
十
一
面
白
ム
を
数
え
る
き
に
な
り
、
そ
一
し
て
、
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
一
び
③
一
握
力
④
一
ジ
グ
ザ
グ

5
ブ
ル
⑤
急
一
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

C
協
力
を
お
願
一
目
・
何
丁
目
・
何
番
地
」
ま
で
く
一
戦
後
、
一
般
家
庭
で
乙
の
書
き
ぞ
め
一

0
二
十
八
日
は
、
か
つ
て
な
が
ら
む
旦
も
に
し
み
や
よ
む
れ
を
完
全
に
お
と
し
一
せ
っ
。

一
の
貯
蓄
高
も
順
調
に
号
、
震
を
あ
一
貯
蓄
心
自
暴
自
棄
ス
タ
ー
な
一
歩
ー
な
ど
で
議
長
室
に
一
い
し
ま
す
。
一
わ
し
く
。
一
季
る
乙
長
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
一
を
た
め
に
午
前
中
で
支
払
事
務
て
し
ま
わ
な
い
と
、
高
価
な
晴
れ
着
を
一
芝
、
宮
に
は
適
当
に
食
事
を

一
げ
て
き
ま
し
た
。
一
ど
伊
募
集
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
一
よ
っ
て
体
力
蓄
を
判
定
す
る
も
の
で
一
①
消
火
せ
ん
を
許
可
な
く
使
用
で
き
る
一
②
量
生
徒
芝
主
だ
ち
に
出
さ
一
い
ま
し
た
が
、
豊
富
吉
ブ
1
ム
で
一
は
お
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
だ
い
な
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一
し
て
お
く
こ
と
。
飲
み
な
が
ら
出
さ
れ

一
高
施
行
記
念
貯
蓄
連
覇
推
進
本
部
一
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ま
一
中
に
は
一
干
護
皇
民
力
毒
っ
一
場
合
、
非
常
の
火
災
の
場
合
に
限
れ
る
と
き
は
、
学

E
帯
主
の
肩
一
勢
い
を
盛
り
返
し
た
き
で
す
。
一
室
事
一
一
円
高
官
一
斉
上
旬
に
か
け
て
一
斉
理
も
食
ぺ
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
酢

一
で
は
、
こ
と
に
史
上
最
高
の
ボ
ー
ナ
ス
一
カ
ら
力
作
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
て
い
る
ひ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
女
子
一
る
こ
と
。
一
書
」
を
忘
れ
ず
に
。
一
童
書
ぞ
め
に
か
ぎ
ら
ず
、
日
本
の
伝
一

i

l

l

-

-

一
審
警
は
「
冬
物
語
」
と
称
し
て
一
の
も
の
は
、
体
内
に
は
い
る
と
ア
ル
カ

一
と
い
わ
れ
る
こ
の
年
末
に
、
み
な
さ
ん
一
な
お
、
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
が
贈
一
ぞ
ら
べ
て
男
子
の
万
華
民
事
一
②
消
防
演
習
で
消
火
せ
ん
(
公
設
、
私
一
③
住
居
表
示
制
度
で
住
居
名
の
変
わ
一
統
的
な
芸
術
と
し
て
の
書
道
も
、
乙
の

7
コ
ヱ
マ
ツ
H

買
い
一
大
安
売
り
を
搭
め
ま
す
。
案
外
安
〈
て
一
品
に
な
り
、
お
酒
の
酸
性
を
中
和
し

一
が
た
に
い
っ
そ
う
奮
発
し
て
い
た
だ
こ
一
長
る
ほ
か
、
こ
ん
と
こ
の
運
動
喜
一
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
日
ご
ろ
ス
ポ
1
一
設
と
も
)
を
使
用
す
る
場
合
は
、
市
一
っ
た
場
合
「
新
し
い
住
居
名
」
で
一
と
乙
ろ
た
い
へ
ん
な
人
気
喜
ん
で
い
一
入
れ
一
よ
い
品
が
あ
り
ま
す
。
計
画
を
立
て
て
一
ぞ
れ
ま
す
。

一
う
と
、
今
月
一
日
か
ら
来
雪
一
月
末
ま
百
あ
げ
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
一

Y
葬
み
、
年
齢
に
あ
っ
た
適
度
の
運
一
長
へ
届
出
、
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
一
④
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
以
外
の
一
ま
す
。
一
大
淵
名
物
の

d
飼
い
μ

も
年

2
一

書

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

一

口

厳

寒

期

の

健

康

一
で
を
「
貯
蓄
増
強
覇
推
進
期
間
」
と
動
を
し
て
い
る
ひ
と
が
、
や
は
り
若
さ
一
な
ら
な
い
こ
と
。
年
賀
状
に
は
、
そ
の
言
語
の
み
一
さ
て
、
蓄
字
の
道
具
で
あ
る
毛
筆
に
警
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
員
会
長
乙
た
つ
に
あ
た
り
な
一
宮
軽
い
体
換
を
試
み
ま
し
ょ
う
。

一
定
め
、
関
係
機
関
や
団
体
の
む
協
力
で
を
保
っ
て
い
る
乙
と
も
数
字
の
ヨ
え
か
こ
の
よ
う
に
消
火
せ
ん
の
使
用
量
や
す
い
と
こ
ろ
に
一
枚
一
枚
「
年
賀
一
は
、
い
っ
た
い
い
つ
C
ろ
か
ら
日
本
に
す
飼
い
の
n
か
が
り
火
μ

と
な
る
ゴ
否
、
こ
ま
C
ま
し
た
ぬ
い
物
、
あ
み
一
自
分
の
体
力
と
相
談
し
て
、
場
所
、

一
ζ
の
運
動
を
お
し
す
す
め
て
お
り
ま
す
ら
い
え
る
よ
う
で
す
。
一
制
す
る
の
は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
飲
一
」
と
「
蓄
す
る
。
一
や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
エ
マ
ツ
H

を
買
い
入
れ
手
。
一
物
に
精
の
出
る
の
も
こ
の
ご
ろ
で
す
。
一
時
間
な
毒
研
究
し
、
で
き
れ
官
光

一

み

ん

な

が

ら

運

動

に

参

加

し

て

、

裂

の

供

給

に

支

障

が

起

き

る

か

ら

で

一

口

年

賀

状

の

年

内

配

達

一

も

ち

ろ

ん

事

は

中

国

か

長

来

し

一

買

い

入

れ

建

前

観

光

協

会

(

恵

三

乙

め

た

作

品

は

、

使

え

に

、

ど

に

あ

た

り

な

が

ら

、

戸

外

で

の

体

操

を

Z明
る

く

、

住

み

よ

い

家

庭

と

郷

土

こ

ん

と

ま

清

掃

や

農

業

用

こ

産

用

し

一

一

た

も

の

で

す

が

、

一

般

的

に

は

、

弘

法

所

内

、

商

工

観

光

課

内

)

で

、

く

わ

し

石

だ

け

喜

ば

れ

る

か

お

ま

せ

ん

。

一

や

っ

て

み

ま

し

ょ

う

。

な
い
弘
に
お
願
い
し
ま
打
。
一
銀
行
、
会
社
、
官
公
庁
な
ど
で
年
一
議
(
毒
)
が
、
唐
古
宮
帰
つ
一
い
こ
と
は
直
接
か
電
話
会
一
二
三
口
厳
寒
期
の
食
事
一
と
く
に
主
婦
の
方
は
運
動
不
足
に
な

I
l
l
i
-
-
-
i

一
始
に
休
ま
れ
る
と
こ
ろ
へ
は
、

C
希

一

一

一

一

一
一
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
一
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
お
克
月
判
料
理
も
向
日
か
つ
づ
く
と
あ
一
り
が
ち
で
す
。
朝
、
台
所
の
あ
と
片
づ

年
末
の
郵
便
物
一
喜
一
よ
り
霊
郵
便
物
の
露
呈
か
ら
九
百
年
ほ
ど
前
の
乙
と
で
す
。
現
一

1

1

I

l

l

-

一
票
き
ま
す
。
と
く
に
保
存
食
や
も
ち
一
け
が
済
ん
だ
あ
と
と
か
、
乙
ど
も
さ
ん

は

早

め

に

一

行

問

問

、

宮

長

一

在

、

E
倉
院
医
、
約
八
百
震
の
毛
一
守
二
次
結
核
集
団
一
塁
と
な
る
た
め
、
野
菜
不
足
に
な
一
や
む
主
会
存
た
あ
と
な

5

一

u

一
筆
が
保
存
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
か
ら
検
診
す
が
ち
で
す
。
そ
の
結
果
、
ビ
タ
ミ
ン
一
り
の
な
い
程
度
で
、
首
を
ま
わ
し
た
り

口
年
賀
状
は
で
き
る
だ
百
郵
便
受
箱
の
設
置
の
言
筆
の
歴
史
書
い
も
の
で
す
。
今
年
度
レ
ン
ト
ゲ
ン
喜
重
げ
で
す
実
乏
し
、
か
ぜ
を
ひ
き
や
す
く
な
一
立
っ
た
り
し
ゃ
が
ん
だ
り
、
腰
左
右

け
が
一
干
こ
う
ま
で
一
お
願
い
一
当
時
は
た
ぬ
き
の
警
官
れ
た
互
い
な
い
か
た
の
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
み
か
に
ね
じ
っ
た
り
し
て
み
ま
し
よ
う
。
テ

に

一

商

后

な

ど

で

よ

く

使

用

さ

れ

て

い

一

う

で

す

が

、

倦

L
な
っ

τっ
さ
ぎ
の
毛
一
す
。
一
月
に
は
次
の
場
所
が
予
定
さ
れ
一
ん
や
レ
モ
ン
を
食
べ
る
と
か
、
毎
食
大
一
レ
ピ
体
操
な
ど
も
よ
い
参
老
人
な
り
ま

な
お
、
差
し
出
し
の
際
は
「
市
内
一
る
よ
ろ
い
戸
に
は
、
ぜ
ひ
郵
便
受
箱
一
で
在
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
現
在
も
、
一
て
い
ま
す
。
一
根
お
ろ
し
を
お
か
ず
に
す
る
と

C
Eす。

(2) 

血

日

団体と事業所

昭和 42年 12月 20 
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4
E
E
A
 

Auz 
(
 

愛
媛
県
指
定
有
形
文
化
財

備

前

焼

大

か

め

所
有
者
西
禅
寺
(
昭
和
制
年

3
月
明
日
目
指
定
)

最も古い歴史をもっ備前焼大かめ

戒
〕
l
藤
岡
み
ど
り

裏若一

量い十
食体数

量力歳
ギもの
月

図
書
館
ぼ
刷
宵

H
新
刊
図
書
案
内

H

ダ
ン
ヒ
ル
た
ば
こ
紳
士
(
ダ
ン
ヒ
ル
)

夜
会
服
(
三
島
由
紀
夫
)

ま
ぼ
ろ
し
の
人
(
石
坂
洋
次
郎
)

青
空
に
叫
ぼ
う
(
小
山
美
江
子
)

人
生
の
名
著
9

(

Y
レ
シ
セ
ン
)

現
代
の
教
養
日
(
白
井
吉
見
)

小
泉
信
三
全
集
7

(
小
泉
信
三
)

大
漢
和
辞
典
巻
九
(
諸
橋
轍
次
)

世
界
の
詩
集
7

リ
ル
ケ
詩
集

日
本
詩
人
全
集
げ
(
佐
藤
春
夫
)

日
本
の
詩
歌
5

(

石
川
啄
木
)

大
世
界
史
5

(

井
上
光
貞
)

ア
メ
D
カ
で
考
え
た
こ
と
(
中
川
)

カ一フ
l
学
習
小
学
託
金
棄

川
品
体
育
と
ス
ボ
l
Y

8

宇
宙
の
料
学

世
界
の
人
生
繭
2
(倉
田
亘
ニ
他
)

中
央
と
愛
媛
明
治
物
語
(
玉
井
豊
)

生
活
の
本
1

わ
が
師
わ
が
友

原
色
日
本
美
術

m
陶
妄

ア
ク
セ
サ
D

l

(
竹
久
み
ち
)

巡
礼
の
寺
(
一
一
一
浦
美
佐
子
・
小
川
光

一
二
)
西
国
三
士
ニ
カ
所
観
音
霊
場

国
民
の
文
学
幻
(
松
本
清
張
)

徳
川
千
姫
1
・
2

(
舟
橋
聖
一
)

東
京
物
語
(
源
氏
鶏
太
)

清

怨

(

桂

享

子

)

震
は
藍
仇
す
る
(
北
原
武
夫
)

嵐
の
-
中
の
顔
(
富
田
常
雄
)

二
つ
の
庭
(
宮
本
百
合
子
)

愛
は
や
す
き
業
か
(
票
固
勇
)

志
都
と
い
う
女
(
高
橋
玄
洋
)

実
用
百
斜
事
典
3
医
学
・
育
児

巨
人
出
口
王
「
三
一
郎
(
出
口
京
太
郎
)

転
落
の
歌
(
瀬
戸
内
情
美
)

尼

や

つ

れ

(

今

東

光

)

神
縄
か
く
て
潰
滅
す
(
神
直
道
)

走
れ
コ
一
フ
l
サ
号
(
鹿
島
郁
夫
)

生
き
が
い
の
創
造
(
湯
川
秀
樹
)

柑
橘
の
病
虫
害
生
態
と
防
除

(
全
購
喜
一
誠
文
堂
新
光
社
)

石

狩

平

野

(

船

山

馨

)

戦

死

(

高

木

俊

朗

)

花
と
果
実
(
石
坂
洋
次
郎
)

乃
木
と
東
郷
下
(
戸
製
実
)

日
本
文
学
の
歴
史
4
・
6
巻

世
界
文
学
全
集
9

(
グ
ヨ
ス
)

日
本
地
名
大
事
典
6

東
北

自
己
催
眠
術
(
平
井
富
雄
)

日
本
刀
入
門
(
柴
田
光
勇
)

人
生
を
考
え
よ
う
(
P
H
P研
究
所
)

捨
て
て
勝
つ
(
御
木
徳
近
)

実
力
者
(
藤
原
弘
遥
)


